
授業科日名
フィール ド科学実習 Ⅱ
(Practicc Ⅱ偽r Ficld Scicncc)

授業担当者 生産環境科学課程教員,岐 阜フイール ド科学教育研究センター教員 (応用生物科学部)

開 講 時 期 1年前学期 単 位 数 1 授業形態 実  習

授 業 概 要

フィール ド科学を理解するためには,動 植物,土 地,気 象,機 械,人 と有機的なつなが りを実践

的に理解することが必要である。そのためのフイール ドを舞台とした実習である。また,定 期的に

行う実習のほか,学 生が比較的自主的な計画の下に行う不定期のプロジェクト学習がある。なお,

1年生後学期に実施されるフイール ド科学実習回とは不可分であ |), ゴ貫して実施される。

授 業 内 容
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2
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6

実習のガイダンス

水稲播種 ・田植え ・水田管理 ・水稲の収穫

搾乳実習

イモ類の定植

ダイズの播種

流菜 ・果樹園管理

プロジェクト学習 (流菜 ・作物 ・花井 ・畜産)

自然調査プロジェクト (バンヶ池管理 ・水生生物 ・鳥類 ・植生)

授 業 公 開

そ の  他

テキス ト:必要に応 じてプリントを配布する。

評価方法 :出席状況等により総合評価する。

授業科 目名
フィール ド科学実習田
(Practicc tt fOr Ficld Sctcnce)

授業担当者

開 講 時 期 1年後学期 F 科 | 歌 1 授業形態 実 習

授 業 概 要

フィール ド科学を理解するために|ま,動 税物ゃ li地ゃ気象,機 杖, 人と有機的なつなが りを実践

的に理解することが必要であるこそのためのフイー'レドを坪十た した実習である。また,定 期的に

行う実習のほか,学 生が比較的自主的な計lmlのドに行う不定期のプロジェクト学習がある。なお,

1年生前学期に実施されるフイール ド科学実習口とは不可分であり,一 貫 して実施される。

授 業 内 容

1.イ モ類の収穫

2.ダ イズの収穫

3.流 美 ・果樹園管理

4.養 鶏集卵 ・ワクチネーション

5.食 品加工

6.淑 l量の基礎

7.プ ロジェクト学習 (流菜 ・作物 ・花井 ・畜産)

8.自 然調査プロジェクト (バンヶ池管理 ・水生生物 鳥類 ・植生)

授 業 公 開

そ の  他

テキスト:必要に応 じてプリントを配布する。

評価方法 :出席状況等により総合評価する。
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